
■取り付けできるガラス扉

ポケットグラス130　引戸金物
取付説明書

■施工業者の方へのお願い
取り付け前に本書をよくお読みいただき、正しく施工されるよ
うお願いいたします。

■部品の内訳

■必要な工具
十字ねじ回し、マイナスのねじ回し、
トルクレンチ〈六角ビット（六角穴付さらボルト用）呼び4／締付トルク15N・m用〉

警告
誤った取り付けは、施工時だけでなく使用時に思わぬけ
がをする恐れがあります。本書の説明、注意事項をお守
りください。

注意

警告

扉高さ 3000mm以下
ガラス厚 10mmまたは12mm

扉質量（1枚当り） 130kg 以下

ガラスブラケット……2セット※1

（ショート）
ガラスブラケット……2セット※1

（600、900、1200mm）
下ガイド………… 1セット 取付ねじセット

上ローラー…………… 2ヶ ストッパー…………… 2ヶ ハンガーセット …… 2ヶ※2 
（10mmガラス用）

ハンガーセット …… 2ヶ※2 
（12mmガラス用）

上レール……… 必要な長さ 側板固定金具（オプション） 
　　…………… 必要な個数

※1：4種類のうち、いずれかを選択
※2：2種類のうち、いずれかを選択

コマ ………………………… 8ヶ
六角穴付皿ボルト ………… 8ヶ
十字穴付タッピンねじ …… 2ヶ
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(   )内寸法は、ガラス厚12mmの場合

36

〈ガラスブラケット（600、900、1200mm）〉〈ガラスブラケット（ショート）〉 〈全ガラスブラケット共通〉

縦断面図

■引戸の納まり寸法	 （単位：mm）
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■取付手順（図はショートタイプの例）
1 	上ローラーとストッパーを上レールに組み込む

3 	コマをガラスブラケットに組み込む

4 	ガラスブラケットをガラス扉に取り付ける

上ローラーとストッパーをスライドさせて、上レールに取り付けます。

※	扉のガラス厚によってコマの向きを
　変更してください。

六角穴付皿ボルト（M6×14）をトルクレンチで
締め付けます。

〈締付条件〉
　　ガラス扉上部とガラスブラケットの隙間：2mm以下

（左図枠内参照）
　　ボルトの締付トルク：15N・m

警告
コマの向きを誤ると、ガラス扉
が落下する恐れがあります。

注意

警告

警告
締付条件を満たさない場合、ガラ
ス扉が落下する恐れがあります。

注意

警告

2 	上レールを取り付ける
壁にレールを固定する場合は、側板固定板を左図の通り使用します。

※	側板固定板の取り付けピッチは
　500mmにしてください。

上に向けるガラス厚12mmの場合ガラス厚10mmの場合

下に向ける

15N・m

2mm以下

ガラスブラケット

ガラス扉

重 要

重 要
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5 	下ガイドを床に固定する

6 	ガラス扉を上レールに取り付ける

下ガイドを、上図の通り固定します。 ※	扉のガラス厚が10mmの場合、下ガイドの
　樹脂部を向きに注意して取り付けてください。
　12mmの場合、樹脂部は不要です。

ハンガーセットをマイナスのねじ回しで上ロー
ラーに固定し、高さと傾きの調整をします。
この時、ガラス扉の下側を、下ガイドに差し込ん
でください。
ガラスブラケット上部と上レールの隙間は3mm
〜5mmの範囲内になるよう調整してください。

ハンガーセットをスライドさせて、
ガラスブラケットに組み込みます。

付属のKLEINシールでガラスブラケット
の六角穴付皿ボルトを隠します。

3m
m
～

5m
m

12mm

凸部が外側

10mm

ガラス厚10mmの場合 ガラス厚12mmの場合

警告
隙間が5mm以上あると、ガラス
扉が落下する恐れがあります。

注意

警告


